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1980年代の台湾において民主化を推し進めた市民運動の
担い手のうち、後に政治家となるさまざまな活動家と協力し
ながらも独自の道を進み、壮絶な最期を遂げた鄭南榕（て
い・なんよう、1947-1989）を紹介しています。死後10年経っ
た1999年にオープンした紀念館は、鄭南榕が運営していた
雑誌社を利用したもので、編集長室が当時のまま保存されて
います。二二八事件が起こった1947年に生を受けた鄭南榕
は、生涯をほぼ戒厳令下で過ごしましたが、当時の政治状
況を批判する言論を次 と々発表するとともに、公の場ではじ
めて「台湾独立」を主張しました。独自の思想と強い信念を
持って「100％の言論の自由」を目指し、「決して権力に屈服
しない道」を選んだ鄭南榕の生い立ち、活動（言論活動＝雑
誌発行と市民運動の両輪）、その死が後世に与えた影響な
どを知ることができます。獄中日記などの遺品をはじめ、旗振
り役となった民主化運動の写真が展示され、台湾民主化の
歩みが一望できます。

現在、基金会の運営の中心となっているの
は20代から30代の若い人々です。「言論自
由日」と定められた命日の4月7日に行われる
追悼式では、2016年に世界的なヘヴィメタ
ルバンド、CHTHONIC（ソニック）のヴォー
カルで国会議員も務めるフレディ・リムが記
念講演を行っています。紀念館では若い
アーティストによる作品発表（パフォーマンス
やインスタレーション、写真など）が不定期
で行われ、基金会では「自由の路芸術祭」も
主催しています。さらに、滅火器（Fire EX.）
や董事長楽団（The Chairman)ら、メジャー
シーンで活躍するロックバンドも鄭南榕を記
念するイベントに出演しています。

「芸術に政治を持ち込むな」？

2.
台湾の民主化を推し進めた反政府運動の
リーダーには、のちに政治家となって活躍し
た人も少なくありません。その中で、鄭南榕
はなぜ「雑誌」というメディアを選び、何度も
発行禁止処分を受けながらも言論の場を
人々に提供したのでしょうか。「100％の言
論の自由」を掲げたのは、真に自分たちの国
を作るためには、自分たちの言葉で自由に
議論と批判を繰り返し、ルールを定めること
が最も重要だと考えたからです。つまり、自
由の第一歩は、100％の言論の自由にある、
これが鄭南榕の思想です。

「100％の言論の自由」とは？

1.
鄭南榕の命をかけた行動は、当時、民主化
に関わっていた人々をさらに大きく動かしま
した。「あとは頼んだ」という言葉を残し、鄭
南榕は生を終えました。やると決めたことは
必ずやる、そうした人となりは、決して英雄
を志したものではなく、信念に基づく一貫し
た行動によく表れています。彼の志は、国内
外で民主化運動に携わる人々へと継承され
ました。

後世に託されたものは？

3.
学 び の ポ イ ン ト

SNET台湾   みんなの台湾修学旅行ナビ
https://taiwan-shugakuryoko.jp/spot_north/212/

人生をかけて「台湾が自由な国に
なるきっかけ」を作った鄭南榕
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